
子どもが、ＳＮＳを通じて犯罪に巻き込まれる被害が増えています。

スマートフォンは、緊急時の連絡等、便利な反面、インターネット上には様々な

情報が氾濫しており、使い方を間違えると犯罪に巻き込まれる危険もあります。

子どもにスマートフォンを持たせる場合、ネットリテラシー（インターネットを適切

に使いこなす能力）が未熟なため、大人が適切に管理し、見守っていくことが大切

です。

フィルタリングの活用

子どもが違法・有害なサイトにアクセス

しないよう機能を制限する「フィルタリン

グサービス」を利用しましょう。利用設
定は保護者の義務です！

家庭内でルールを

決めましょう

「家族のいるリビングで使う」

「２１時には電源をオフにす

る」等、家庭内でスマホを使

う場所や時間を、子どもと話

し合って、ルール化しておき
ましょう。

利用状況をチェック

しましょう

「誰とどんなやりとりをしているの

か」「知らないアプリを入れてい
ないか」等を確認しましょう。

親も使い方がわからないアプリ

は子どもに使わせるべきではあ
りません。

子どもとコミュニ

ケーションを！

ネット上には、「悪い大人」もい

ることを伝え、日頃から子どもが

被害者となった事件等、具体的
な危険について話をしましょう。

まずは、何でも話し合える関係

づくりを！

～『スマホを買い与えて終わり』ではありません！～

大阪府警察本部 サイバー犯罪対策課

※利用できるサービスや設定方法は、

事業者やアプリによって異なります

ので、契約している携帯電話会社等
に確認してください。


